
（写真：小学生陸上競技交流会　結果は18ページに掲載）

亘理町・亘理町自衛隊協力会・父兄会亘理支部・隊友会亘理支部

応募の相談は

自衛隊宮城地方協力本部　大河原地域事務所
☎0224−53−2185
防衛省ホームページ　http://www.mod.go.jp
宮城県ホームページ　http://www.pref.miyagi.jp/

自 衛 官 募 集自 衛 官 募 集
平和を、仕事にする。

募集種目 受付期間 試験期日

2等陸・海・空士
年間を通じて行っています 受付時にお知らせします

3・4月採用 8月1日～ 9月10日 9月28日・29日

一般曹候補生 8月1日～ 9月10日
1次　9月20日
2次　10月9日～ 16日

航空学生 8月1日～ 9月10日
1次　9月23日
2次　10月18日～ 23日
3次　11月15日～ 12月12日

看護学生 9月8日～ 30日
1次　10月25日
2次　11月22日・23日

防衛医科大学 9月8日～ 30日
1次　11月1日・2日
2次　12月3日～ 5日

防衛大学（推薦） 9月5日～ 9日 9月27日・28日

防衛大学（一般） 9月8日～ 30日
1次　11月15日・16日
2次　12月16日～ 20日

陸上自衛隊生徒 11月1日～ 1月8日
1次　1月12日
2次　1月25日

平 成 20 年 度 自 衛 官 募 集 案 内

未来のアスリートⅠ
亘理郡中学校総合体育大会
トピックス

環境基本条例を制定
観光写真コンクール

特選に「華火一期一会」
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県
民
防
災
の
日
の
六
月
十
二
日
、
亘
理
町
総
合
防
災
訓
練
が

町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
、
約
二
千
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
三
年
に
起
き
た
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
三
十
年
目

と
な
る
今
年
、
町
で
は
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
を
各
行

政
区
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
三
十
年
の
間
に
起
き

た
阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
の
教
訓
か

ら
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
た

め
で
、
町
内
で
は
四
十
八
の
区
や
町
内
会
単
位
で
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
従
来
の
イ
ベ
ン
ト
型
訓
練
か
ら
方
向
転

換
し
、
自
主
防
災
組
織
重
視
の
訓
練
と
し
ま
し
た
。
以
前
で

あ
れ
ば
訓
練
の
予
定
が
事
前
に
説
明
さ
れ
て
い
た
た
め
、
地

震
発
生
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
前
に
避
難
所
に
到
着

し
た
住
民
も
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
町
職
員
に
も
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
公
表
せ
ず
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
地
区
の
状
況

　

訓
練
は
、
午
前
九
時
十
五
分
、
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る

震
度
五
強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
気
象
庁
か
ら
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
町
災
害
対

策
本
部
は
荒
浜
地
区
と
吉
田
地
区
の
沿
岸
部
に
防
災
無
線
を

使
い
避
難
指
示
を
知
ら
せ
る
と
、
住
民
は
隣
近
所
に
声
を
掛

け
、
一
緒
に
避
難
所
に
歩
い
て
避
難
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
や
家
屋
倒
壊
の
た
め
、
全
地
区
に
避
難
す
る

よ
う
周
知
す
る
と
、
住
民
は
各
防
災
組
織
や
行
政
区（
町
内

会
）が
事
前
に
決
め
た
一
時
避
難
集
合
場
所
へ
迅
速
に
避
難
、

防
災
会
長
や
区
長（
町
内
会
長
等
）が
中
心
と
な
り
人
数
の

把
握
や
安
否
情
報
の
収
集
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
は
、
蚕
業
試
験
場
跡
地（
亘
理
）、

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン（
吉
田
西
部
）、下
郡
の
住
宅
地（
逢
隈
）の
三
ヵ

所
で
火
災
が
発
生
し
た
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団

は
火
災
現
場
か
ら
遠
い
防
火
水
槽
や
調
整
池
か
ら
、
複
数
の

小
型
ポ
ン
プ
で
中
継
し
て
消
火
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
地
域
に
よ
っ
て
は
消
火
器
の
使
い
方
や
救
出
訓

練
、
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
っ
た
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
A
E
D
の
設
置
場

な
ど
を
熱
心
に
尋
ね
て
い
ま
し
た
。

担
当
／
総
務
課　

安
全
対
策
班

☎
三
四
―
一
一
一
一

　

亘
理
町
の
環
境
保
全
と
創
造
に
関
す
る
取
り
組
み
の
基
本

と
な
る
「
亘
理
町
環
境
基
本
条
例
」が
、
六
月
十
三
日
に
開
催

さ
れ
た
亘
理
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
七
月
一
日
か
ら

施
行
し
ま
す
。

　

環
境
基
本
条
例
は
、
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す

る
基
本
理
念
や
町
・
事
業
者
・
町
民
等
の
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
こ
れ

に
基
づ
く
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
将
来
に
わ
た
り
町
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
良
好
な
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
基
本
理
念
は
、

①
環
境
の
恵け

い

沢た
く

を
享
受
し
、将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

② 

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
を

構
築
を
す
る
こ
と
。

③
地
球
環
境
の
保
全
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

の
三
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
こ
の
条
例
を
も
と
に
、
町
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん

に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
生
活
環
境
の
保
全
や
循
環
型
社
会

の
形
成
と
廃
棄
物
対
策
な
ど
の
基
本
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
環

境
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

担
当
／
町
民
生
活
課　

生
活
班

☎
三
四
―
一
一
一
三

　

亘
理
町
と
東
北
電
力
岩
沼
営
業
所
は
、
電
力
設
備
災
害
復

旧
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
懸
念
さ
れ
る
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
な

ど
で
大
規
模
停
電
と
な
っ
た
場
合
、
亘
理
町
が
所
有
す
る
土

地
を
復
旧
用
の
工
事
車
両
の
待
機
場
所
や
資
材
置
き
場
に
提

供
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

六
月
五
日
に
亘
理
町
役
場
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
齋
藤
町

長
は
「
地
震
、
風
水
害
そ
の
他
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
電

力
設
備
の
復
旧
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
生
活
の
早
期
安
定
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
今
回

協
定
を
結
ん
だ
。
生
活
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

電
力
、
水
、
食
料
は
最
も
大
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が
最
優
先
と
考
え
て
い
る
。
災
害
時

に
は
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
願
い
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
北
電
力
岩
沼
営
業
所
の
宮
曽
根
所
長
は
「
東
北

電
力
で
は
、
大
き
な
地
震
災
害
へ
の
強
化
に
力
点
を
置
い
て

い
る
。
六
月
二
日
に
本
店
と
各
営
業
所
が
非
常
災
害
の
訓
練

を
行
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
自
治
体
と
の
協
定
で
現
場
の
備
え

も
万
全
に
し
た
い
。
災
害
時
我
々
は
全
力
で
復
旧
に
努
力
す

る
こ
と
を
約
束
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

担
当
／
総
務
課　

安
全
対
策
班

☎
三
四
―
一
一
一
一

■
六
・
一
二
総
合
防
災
訓
練

■
環
境
基
本
条
例
を
制
定　

六
月
定
例
会

■
東
北
電
力
と
災
害
協
定

　6 月 12 日、荒浜小学校で
は防災訓練を行いました。児
童たちは校内の放送を合図
に、常に準備している防災ず
きんを被って机の下にもぐり
安全を確保しました。
　校庭に避難する際もおしゃ
べりなどなく、早く静かに移
動することができました。

写真：安全を確保する児童

火災防ぎょ訓練が行われた
蚕業試験場跡地（亘理）

亘理町議会定例会のようす協定書に署名する齋藤町長（手前）と
東北電力岩沼営業所の宮曽根所長

けが人の救出訓練（荒浜）旭台では防災隊が中心と
なり独自の災害対策本部
と救護所を設けました

逢隈下郡地区で行われた
初期消火訓練
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農
業
委
員
は
農
業
者
の
代
表
機
関

　

農
業
委
員
会
は
、農
業
全
般
に
わ
た
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
農
業
者
の
創
意
と
自
主
的
な
協
力
に
よ
っ
て
総
合
的
に

解
決
し
て
い
く
た
め
に
、市
町
村
に
設
け
ら
れ
て
い
る
農
業

者
の
代
表
機
関
で
す
。
農
業
生
産
力
の
増
進
お
よ
び
農
業

経
営
の
合
理
化
を
図
り
、農
業
者
の
地
位
の
向
上
に
寄
与
す

る
た
め
に
次
の
仕
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

① 

農
地
や
採
草
放
牧
等
の
利
用
関
係
の
調
整
お
よ
び
自
作

農
の
創
設
維
持
に
関
す
る
事
務

② 

農
地
の
交
換
分
合
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ

る
事
務

③ 

農
業
者
年
金
、
農
家
労
働
力
対
策
お
よ
び
農
業
構
造
改

善
事
業
の
推
進

④
農
業
お
よ
び
農
村
の
発
展
の
た
め
の
総
合
計
画

※ 
今
回
の
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
農
業
委
員
会
委
員
の

定
数
は
二
十
人
で
す
。

選
挙
権
・
被
選
挙
権

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
次
の
と
お
り
で
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

に
載
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
亘
理
町
に
住
所
が
あ
り
、
年
齢
二
十
歳
以
上
の
者

② 

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営

む
者
ま
た
は
そ
の
人
と
同
居
の
親
族
お
よ
び
配
偶
者

で
、
年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者

③ 

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営

む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は
社
員

※ 　

被
選
挙
権
の
要
件
に
つ
い
て
も
前
記
①
か
ら
③
と
同

じ
で
す
。

　

 　

な
お
、
選
挙
期
日
の
七
月
六
日
ま
で
に
満
二
十
歳
に

達
す
る
人
は
、
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被
選
挙
権

は
あ
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

投
票
当
日
や
む
を
え
な
い
事
情
で
、
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
告
示
の
日
の
翌
日（
七
月
二
日
）か
ら
投
票
日
の

前
日（
七
月
五
日
）ま
で
の
間
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
の
受
付
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

八
時
ま
で
、
役
場
本
庁（
三
階
西
会
議
室
）で
行
い
ま
す
。

　

吉
田
、
荒
浜
、
逢
隈
の
各
支
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投票所と投票区
　投票当日（7月6日）の各投票所は次のとおりです。投票の受付時間は、午前7時から午後6時までです。
　有権者の方へ入場券を送付しますので、ご持参願います。 7月6日㈰は

農業委員会委員選挙の投票日です。
7月6日㈰は

農業委員会委員選挙の投票日です。
7月6日㈰は

農業委員会委員選挙の投票日です。
投票区 投票所 投票区の区域（行政区）

亘理第1 亘理保育所 舘南上、舘南下、南町南、南町北、上町南、上町北、南城東、北城東、
中町南、中町北

亘理第2 亘理町保健センター 五日町、新井町、新町中、新町南、新町北、駅前西、駅前東、下茨田、
桜小路東、桜小路中、桜小路西、祝田東、祝田西、祝田南、倉庭

吉田第1 亘理町農村創作活動センター 吉田、中原、旭台、上大畑、下大畑、南長瀞、北長瀞
吉田第2 亘理町農村環境改善センター 一本松、新丁、浜吉田東、浜吉田西、浜吉田北
吉田第3 吉田保育所 開墾場、長瀞浜、大畑浜北、大畑浜南、吉田浜北、吉田浜南、野地

荒浜第1 亘理町勤労青少年ホーム 1丁目、2丁目、3丁目、4丁目、5丁目、箱根田西、箱根田東、港町、
築港、鳥屋崎

荒浜第2 高須賀公会堂 本郷

逢隈第1 亘理町B&G海洋センター
体育館

下郡、小山、田沢、早川、森房、上の町、中泉、今泉、牛袋、十文字町、
十文字村、榎袋

逢隈第2 鹿島保育所 新町、鹿島、神宮寺、上郡
逢隈第3 亘理町立高屋小学校集会所 高屋、柴町、鷺屋、蕨

海区漁業調整委員選挙
　海区漁業調整委員会は、水面を統合的に利用し漁業生産力を発展させ、漁業の民主化を図るために設置さ
れた機関で、15人の委員のうち9人が選挙によって選ばれます。
　投票できる人は海区漁業調整委員の選挙人名簿に載っていることが必要です。（主に漁業者の方が対象と
なっています）
■選挙期日　7月31日㈭　　　■投票所　亘理町勤労青少年ホーム

問い合わせ先　亘理町選挙管理委員会　☎34−1111
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亘
理
町
で
は
、
昭
和
六
十
年
か
ら
推
進
組

織
を
設
置
し
、
指
針
と
な
る
「
行
政
改
革
大

綱
」を
策
定
し
、
そ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
個
性

豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
十
月
に
「
第
3
次
亘
理
町

行
政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
、
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
地
方
分
権

型
社
会
へ
の
移
行
や
三
位
一
体
の
改
革
、

複
雑
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
行
政
各
分
野
に
わ
た
り
見
直

し
を
図
り
、
行
政
改
革
を
継
続
性
を
も
っ

て
取
り
組
む
た
め
に
、
新
た
に
平
成
十
八

年
度
を
起
点
と
す
る
平
成
二
十
二
年
度
ま

で
の
「
第
4
次
亘
理
町
行
政
改
革
大
綱
」

「
亘
理
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
実
施
計

画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
し
た
計
画
で
は
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
町
民
と
行
政
の

協
働
体
制
の
確
立
を
目
指
し
、
次
の
三
項

目
を
行
政
改
革
の
柱
と
し
て
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
町
民
と
築
く
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

●
職
員
の
意
識
改
革

●
民
間
経
営
感
覚
に
よ
る
簡
素
・
効
率
化

平
成
十
九
年
度
の
主
な
取
り
組
み

︵
継
続
実
施
・
実
施
済
除
く
︶

◆
町
民
と
築
く
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
策
定
、
町
民

意
見
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
各
種
行
政
計

画
の
策
定

◆
行
政
情
報
化
の
推
進

　

家
屋
評
価
シ
ス
テ
ム
、
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
、
法
制
ソ
フ
ト
支
援
シ
ス
テ
ム
、
携

帯
サ
イ
ト
の
活
用

◆
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、
統
合
・
廃
止

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
事
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

公
共
工
事
検
査
の
充
実
、
広
報
掲
載
謝
礼

の
廃
止
、
選
挙
事
務
の
見
直
し
、
ゴ
ミ
収

集
日
の
見
直
し
、
各
種
個
別
計
画
の
自
前

策
定
、
各
種
事
業
の
総
点
検
、
弔
意
電
子

郵
便
の
見
直
し

◆
民
間
委
託
等
の
推
進

　
︵
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
含
む
︶

　

民
間
委
託
業
務
の
洗
い
出
し
・
再
点
検
、

本
庁
舎
日
直
業
務
の
見
直
し
、
町
民
の
た

め
の
庁
舎
づ
く
り

◆
職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化

　

町
議
会
議
員
の
定
数
削
減
、
非
常
勤
特

別
職
の
定
数
削
減
、
嘱
託
職
員
体
制
の
見

直
し

◆
職
員
手
当
等
の
総
点
検
を

　

は
じ
め
と
す
る
給
与
の
適
正
化

　

特
別
職
報
酬
の
見
直
し
、
管
理
職
手
当

の
見
直
し
、
議
員
費
用
弁
償
の
見
直
し

◆
組
織
機
構
の
見
直
し

　

助
役
・
収
入
役
制
度
の
見
直
し
、
行
財

政
改
革
特
命
組
織
の
設
置
、
類
似
審
議
会

等
の
整
理
統
廃
合
審
議
会
・
委
員
会
の
定

数
の
見
直
し

◆
職
員
の
意
識
改
革

　

女
性
管
理
職
の
登
用

◆
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
見
直
し

　

出
資
団
体
等
の
見
直
し

◆
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果

　

保
育
料
等
の
見
直
し
、
補
助
金
・
負
担
金

の
見
直
し
、
職
員
の
表
彰
記
念
品
の
廃
止

◆
地
方
公
営
企
業
の
健
全
化

　

下
水
道
使
用
料
の
見
直
し

※ 

平
成
十
八
年
度
以
前
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
亘
理
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
、
企
画
財
政
課
企
画
班
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課　

企
画
班

☎
三
四
―
〇
五
〇
五問い合わせ先　税務課　課税班　☎34−1112

（単位：円）

平成19年（度）　収入なし
差　額税源移譲前の

税率を適用
税源移譲後の
税率を適用

所得税 0 0 0
住民税 130,000 227,500 97,500
合　計 130,000 227,500 97,500

※ 一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

※ 平成19年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成
20年1月1日現在国内に居住されていない方には、この
経過措置は適用されません。

※ この経過措置の対象となる方は、住民税と所得税の人的
控除（配偶者控除、扶養控除、基礎控除など）額の差の合
計額が、平成20年度の住民税の合計課税所得金額（課税
長期譲渡所得等の金額がある場合は、これらの金額を合
計した金額）以上になる方に限られます。したがって、
寄附金控除額などの人的控除以外の控除額が増加した
り、住宅ローン控除などによって所得税が課税されなく
なった方には、この経過措置は適用されません。

平成18年（度） 平成19年（度） 平成19年中の収入
が減少した場合所得税 220,000 122,500

住民税 130,000 227,500
合　計 350,000 350,000

税源移譲により
増額となった住
民税額（減額と
なった所得税額）

平成18年中の
所得に対して
課税

平成19年中の
所得に対して
課税

税源移譲により増額となった
住民税相当額が還付されます。

申告により

還付

所得変動が
ない場合

所得変動が
あった場合

住民税平成18年（度）

平成19年（度）

平成19年（度）

住民税 所得税

住民税
所得税
非課税

所得税

住民税

住民税

平成19年中に
所得が減って所得税が
課されなく
なった方

平成19年中に
所得が減って所得税が
課されなく
なった方

亘
理
町
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

亘
理
町
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

亘理町集中改革プラン ( 平成19年度まで ) の進捗状況

内　　　容 項目数

達　　成 89項目

継続実施、実施済 61項目

検討・協議・作業中 25項目

平成20年以降実施予定のもの、その他 46項目

合　　計 221項目

申告が
必要です!
申告が
必要です!

　税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受け
ず、住民税率の変更による税負担の増加の影響のみを受ける方につい
ては、既に納付済の平成19年度分の住民税額から、税源移譲により増
額となった住民税相当額を還付します。

所得変動に伴う住民税の還付を
受けるためには申告が必要となります。

　平成19年度分住民税を課税した平成19年1月1日現在お住まいの市
区町村へ減額申告書を提出してください。他の市区町村へ転居された
方は、申告先をお間違えにならないようご注意ください。

申　告　先
平成19年1月1日現在

お住まいの市区町村

所得変動のモデルケース●夫婦　給与収入500万円の場合●

還付されます !!

申告期間
平成20年

7月1日～31日
まで
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平
成
十
九
年
度
亘
理
町
観

光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
（
亘
理

町
観
光
協
会
主
催
）の
表
彰
式

が
四
月
二
十
一
日
、
わ
た
り

温
泉
鳥
の
海
で
行
わ
れ
、「
華は

な

火び

一
期
一
会
」で
特
選
に
選
ば

れ
た
高
橋
こ
う
け
ん
さ
ん

（
仙
台
市
）ら
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
町
内
外
の
三
十
二
人

か
ら
七
十
五
点
の
応
募
が

あ
っ
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

亘
理
町
内
の
自
然
や
観
光
、

暮
ら
し
な
ど
を
題
材
と
し
た

写
真
を
募
集
し
、
亘
理
町
の

観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
に
活
用
す

る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

特
選
に
選
ば
れ
た
高
橋
さ

ん
は
「
亘
理
の
夏
祭
り
を

撮
っ
て
三
年
目
。
今
回
は
晴

れ
た
の
で
、
水
と
空
と
の
調

和
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

な
作
品
が
撮
れ
た
と
思
い
ま

す
。」ま
た
、
亘
理
に
つ
い
て

は
「
や
は
り
夏
祭
り
。
手
を

伸
ば
す
と
届
き
そ
う
な
距
離

で
山
車
が
回
る
し
、
花
火
は

目
の
前
で
あ
が
る
。
他
で
は

味
わ
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
八
月
十
五
日
に

「
わ
た
り
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

体
感
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

▼
特　

選　
「
華
火
一
期
一

会
」
高
橋
こ
う
け
ん
（
仙
台

市
）

▼
準
特
選　
「
称
名
寺
の
秋
」

河
崎
通
弘（
岩
沼
市
）、「
花
・

悠
里
館
」
池
町
昌
之（
亘
理

町
）、「
お
さ
ん
ぽ
」
伏
見
詔

子（
仙
台
市
）

▼
入　

選　
「
鳥
ノ
海
風
景
」

佐
藤
渡（
岩
沼
市
）、「
老
い

て
苔
む
す
」松
原
寿
美（
仙
台

市
）、「
晩
秋
の
髙
音
寺
」
長

谷
健
寿（
岩
沼
市
）、「
わ
た

り
の
夕
空
」
仮
野
宏（
仙
台

市
）、「
声
を
合
わ
せ
て
」
小

林
益
雄（
仙
台
市
）、「
亘
理

領
主
歴
代
墓
所
」小
畑
威（
亘

理
町
）、「
迫
力
」粟
野
晃（
亘

理
町
）、「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」

渡
辺
妙
子（
仙
台
市
）、「
集
う
」

大
野
裕
子（
仙
台
市
）、「
朝
凪
」

福
田
禅
治（
仙
台
市
）

特選　「華火一期一会」　高橋こうけん（仙台市）

準特選　「花・悠里館」　池町　昌之（亘理町） 準特選　「称名寺の秋」　河崎　通弘（岩沼市）

準特選　「おさんぽ」　伏見　詔子（仙台市）

入選　「亘理領主歴代墓所」
小畑　　威（亘理町）

入選　「クライマックス」
渡辺　妙子（仙台市）

入選　「老いて苔むす」
松原　寿美（仙台市）

入選　「声を合わせて」
小林　益雄（仙台市）

入選　「迫力」
粟野　　晃（亘理町）

入選　「集う」
大野　裕子（仙台市）

入選　「朝凪」
福田　禅治（仙台市）

入選　「晩秋の髙音寺」
長谷　健寿（岩沼市）

入選　「鳥ノ海風景」
佐藤　　渡（岩沼市）

入選　「わたりの夕空」
仮野　　宏（仙台市）

平成19年度亘理町観光写真コンクール平成19年度亘理町観光写真コンクール
特選は仙台市の高橋さん特選は仙台市の高橋さん
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亘
理
町
で
は
、
事
務
事
業
の
整
理
効
率

化
や
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指

し
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
「
行
政
評
価
制

度
」を
導
入
し
、
効
率
的
な
事
業
の
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
行
政
評
価
と
は

　

行
政
評
価
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
向
上
を
図
る
た
め
、
町
が
実
施
し
て
い

る
事
務
事
業
を
評
価
・
検
証
し
、
見
直
し

や
改
善
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
事
務
事
業
の

毎
年
度
の
見
直
し
や
改
善
を
図
り
な
が

ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
評
価
・
検
証
の
確
立
し

た
構
築
を
目
指
し
、
平
成
十
九
年
度
よ
り

行
政
評
価
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
町
の
行
っ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て

は
、
一
つ
ひ
と
つ
か
ら
な
る
事
務
事
業
で

成
り
立
っ
て
お
り
、
平
成
十
九
年
度
に
お

い
て
住
民
生
活
に
直
接
関
わ
り
が
深
い

一
〇
四
三
項
目
の
事
務
事
業
の
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

○
行
政
評
価
の
仕
組
み

　

本
町
が
関
わ
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

「
町
民
に
と
っ
て
の
効
果
は
何
か
」、「
期

待
し
て
い
た
通
り
の
結
果
が
で
て
い
る

か
」な
ど
の
視
点
か
ら
評
価
・
検
証
を
行

い
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
町
政
の
実

現
を
目
指
す
も
の
で
す
。
本
町
の
事
務
事

業
は
、「
企
画
立
案（
P
L
A
N
）」↓「
実

施（
D
O
）」
↓「
評
価（
C
H
E
C
K
）」

↓「
改
革
・
改
善（
A
C
T
I
O
N
）」と
い

う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ク
ル
が
構
築
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
事
務
事
業
の
改

革
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
評
価
の
方
法

　

本
町
の
行
政
評
価
は
、
事
務
事
業
の
事

後
評
価
並
び
に
施
策
評
価
で
す
。

　

事
務
事
業
の
事
後
評
価
は
、
事
務
事
業

評
価
シ
ー
ト
に
よ
り
、
事
務
事
業
を
担
当

す
る
所
管
課
が
自
ら
評
価
を
行
い
（
一
次

評
価
）、
こ
れ
を
受
け
て
全
庁
評
価（
二
次

評
価
）を
実
施
し
ま
し
た
。

○
行
政
評
価
の
目
的

　

本
町
で
は
、
行
政
評
価
の
目
的
を
次
の

四
つ
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

①
事
務
事
業
の
整
理
・
効
率
化

②
住
民
へ
の
説
明
責
任
の
確
立

③
職
員
の
意
識
改
革

④ 

N
P
M
の
視
点
に
基
づ
く
行
政
運
営

の
確
立　

＊
1

＊ 

１　

Ｎ
Ｐ
Ｍ
＝

　

 （N
ew

 Public M
anagem

ent

の
略
）

民
間
企
業
に
お
け
る
経
営
理
念
、手
法
、

成
功
事
例
を
で
き
る
限
り
行
政
分
野
に

導
入
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
で
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
も

の
で
す
。

○
今
後
の
取
り
組
み

　

平
成
十
九
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業

評
価
で
は
、
全
事
務
事
業
を
第
4
次
亘
理

町
総
合
発
展
計
画
の
体
系
に
位
置
づ
け
、

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
担
当
者
や
評
価
者
に
よ
り
見
出

さ
れ
た
課
題
を
、「
改
革
・
改
善
を
図
る
」

こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
本
町
の
行
政
評
価
制
度
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
継
続
的
に

取
り
組
み
、
第
4
次
亘
理
町
総
合
発
展
計

画
の
進
捗
管
理
や
予
算
編
成
へ
の
参
考
、

行
政
運
営
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

個
別
の
事
務
事
業
の
評
価
結
果
に
つ
い

て
は
、
企
画
財
政
課
窓
口
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課　

企
画
班

☎
三
四
―
〇
五
〇
五

○評価結果並びに今後の方向性
単位：事務事業

基本施策

拡
大
・
拡
充

現
状
維
持

方
法
改
善

民
間
委
託
等

縮　

小

統
合
／

終
期
設
定

廃
止
／
休
止

そ
の
他

総　

計

1　町民と築く
　  「地域協働のまちづくり」 3 25 9 1 1 2 1 0 42

2　安全で利便性の高い
　  「快適環境のまちづくり」 6 141 20 2 0 2 0 1 172

3　安心して生涯を託せる
　  「保健福祉のまちづくり」 6 133 43 7 2 5 2 0 198

4　こころ豊かにふれあう
　  「教育・文化と交流のまちづくり」 7 199 66 2 0 12 24 8 318

5　活力あふれる
　  「産業拠点のまちづくり」 8 98 28 0 1 13 20 2 170

6　計画推進のために 2 60 4 0 2 0 1 0 69

その他
（基本施策以外の事務事業外） 0 62 8 2 0 0 0 2 74

総　　計 32 718 178 14 6 34 48 13 1043

【亘理町の事務事業の構成】【行政活動の循環イメージ／
マネジメント・サイクル】

PLAN
企画立案

DO
実　　施

CHECK
評　　価

ACTION
改革・改善

将来像

（第4次亘理町総合発展計画による区分け）

目　的

手　段

目　的

手　段

基本目標
（6つの柱で構成）

施策
（基本計画）

（35の施策で構成）

事務事業
（実施計画）

行政の
基本的な方針

基本目標を
実現するための
具体的な方策・対策

施策を
実現するための
個々の行政手段

基本目標
（6つの柱で構成）

1043項目の
事務事業を評価 行 政 評 価 制 度

地方分権時代に対応した
効率的・効果的行政運営の推進
地方分権時代に対応した

効率的・効果的行政運営の推進
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③
酒
井
美
樹（
亘
理
）

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

�

男
子
個
人　

①
菊
地
悠
太
・
大
和
田
侑
希

（
荒
浜
）②
片
岡
健
・
渡
邊
涼
太（
荒
浜
）

③
半
澤
剛・稲
垣
純（
荒
浜
）③
大
森
遣
斗・

吉
田
滉（
荒
浜
）

　

女
子
団
体　

①
亘
理
②
荒
浜
③
吉
田

　

�

女
子
個
人　

①
森
杏
菜
・
武
藏
香
奈
美

（
荒
浜
）②
吉
田
桃
子
・
佐
藤
楓（
吉
田
）

③
河
内
明
日
香
・
荒
み
な
み
（
亘
理
）

③
小
野
莉
奈
・
馬
場
沙
織（
亘
理
）

○
剣　

道

　

男
子
団
体　

①
山
下
②
逢
隈
③
亘
理

　

�

男
子
個
人　

①
濱
田
翔
太（
逢
隈
）③

星
川
大
志（
亘
理
）③
日
下
友
也（
亘
理
）

　

女
子
団
体　

①
逢
隈
②
亘
理
③
山
下

　

 

女
子
個
人　

②
安
田
有
希（
逢
隈
）③

小
野
琴
乃（
亘
理
）③
齋
藤
千
晴（
亘
理
）

○
柔　

道

　

男
子
団
体　

①
山
下

　

 

男
子
個
人　

▼
55
㌔
級
③
一
丸
竜
次

（
亘
理
）　

▼
60
㌔
級
①
加
藤
諒
巳（
亘

理
）

　

 

女
子
交
流
戦　
▼
軽
量
級
①
伊
藤
瑛
理
佳

（
亘
理
）　

▼
重
量
級
①
野
田
夏
海（
亘

理
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

 

シ
ン
グ
ル
女
子　

①
佐
々
木
里
菜（
亘

理
）②
増
田
詩
織（
亘
理
）

　

 

ダ
ブ
ル
ス
女
子　

①
佐
藤
希
・
鈴
木
成
美

（
亘
理
）②
齋
ゆ
か
り
・
山
田
瑞
希（
亘

理
）

　

六
月
七
日
・
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り

亘
理
郡
中
学
校
総
合
大
会
が
、
亘
理
・
山

元
両
町
の
各
会
場
で
行
わ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
十
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
を
写
真
と
と
も
に
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

郡
中
体
連
陸
上
競
技
大
会
と
水
泳
競
技

の
結
果
は
、
八
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

大
会
結
果

（
敬
称
略
・
団
体
は
第
三
位
ま
で
、
そ
の
他

は
亘
理
町
関
係
三
位
ま
で
掲
載
）

○
野　

球

　

①
坂
元
②
山
下
③
亘
理
③
荒
浜

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

①
荒
浜
②
逢
隈
③
山
下

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

男
子　

①
山
下
②
亘
理
③
吉
田

　

女
子　

①
亘
理
②
逢
隈
③
山
下

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

男
子　

①
山
下
②
吉
田
③
亘
理

　

女
子　

①
亘
理
②
逢
隈
③
坂
元

○
サ
ッ
カ
ー

　

①
亘
理
②
山
下
③
逢
隈

○
卓　

球

　

男
子
団
体　

①
坂
元
②
逢
隈
③
荒
浜

　

�

男
子
個
人　

③
三
品
祐
輔（
逢
隈
）③

佐
伯
知
幸（
逢
隈
）

　

女
子
団
体　

①
亘
理
②
吉
田
③
山
下

　

�

女
子
個
人　

①
唯
野
里
佳（
亘
理
）②

工
藤
綾
乃（
亘
理
）③
角
田
遥（
亘
理
）

ⅠⅠ
亘理郡中学校総合体育大会

バレーボール（亘理中学校体育館）

サッカー（亘理中学校校庭） 卓球（佐藤記念体育館） バドミントン（亘理小学校体育館）

ソフトテニス（亘理公園テニスコート）

柔道（山下中学校体育館）

ソフトボール（山元町民グラウンド）

バスケットボール（山下中学校体育館）

剣道（日就館）

野球（亘理公園野球場）
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　第45宮城県消防操法大会が丸森町で7月21日に
開催されます。この大会に亘理町からは16年ぶり
に亘理町消防団逢隈分団と吉田分団が出場すること
になりました。
　操法は、火災現場を意識した火点（かてん）と呼ば
れる的にめがけて放水し、撤収するまでの一連の手
順のことで、ポンプ・ホースなどの操作を速く正確
に行うとともに、動きの綺麗さが要求されます。
　団員たちは、消防署員の指導を受けながら上位入
賞をめざし、夜遅くまで練習に励んでいます。
　ガンバレ！…亘理町消防団

　中国の四川大地震の被災地に義援金を贈る取り組
みが町内小中学校で行われています。
　このうち長瀞小学校みまつ児童会では、児童と教
職員から募った義援金20,851円が河北新報社を通し
て被災地に送られました。
　また、亘理中学校生徒会は、新潟県中越地震に続
き今回も早朝、亘理駅前で募金活動を行い、生徒と
教職員の募金を加えた62,948円を被災地に送金しま
した。
　いずれの取り組みも児童生徒が自発的に行ったも
ので、暖かい善意の気持ちが被災地に伝わりました。

　

あ
ぶ
く
ま
川
景
観
整
備
事
業
実

行
委
員
会
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ

た
三
十
五
人
が
、
阿
武
隈
川
河
川

敷（
逢
隈
田
沢
の
常
磐
線
の
線
路

西
側
）に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
き

ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会 

は
今
年
五
月
に

設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
逢
隈
地

区
生
涯
教
育
推
進
委
員
会（
安
細

隆
之
委
員
長
）
と
、
あ
ぶ
く
ま
青

年
会
議
所（
黒
崎
敏
郎
理
事
長
）

が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
住
民
と

協
力
し
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
よ
う
と
立
ち
上
げ
た
組
織

で
す
。

　

今
回
種
を
ま
い
た
場
所
は
、

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
岩
沼
︱
逢
隈
間
の

阿
武
隈
川
に
架
か
る
橋
の
す
ぐ

そ
ば
で
、
電
車
か
ら
良
く
見
え
る

こ
と
か
ら
﹃
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
﹄﹃
お
帰
り
な
さ
い
﹄と
い
う
よ

う
な
町
の
玄
関
口
ら
し
い
花
畑

を
目
指
し
、
花
を
見
た
人
に
阿
武

隈
川
の
愛
護
と
環
境
美
化
の
心

を
育
て
て
も
ら
う
た
め
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
「
今
度
電
車
に
乗
る

機
会
が
あ
れ
ば
、
目
を
向
け
て
み

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日
ま
い
た
ひ
ま
わ
り
は

七
月
ご
ろ
に
は
花
を
咲
か
せ
ま
す

が
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
、
春
に
は
蓮れ

ん

華げ

草そ
う

と
、

四
季
折
々

の
花
が
皆

さ
ん
を
あ

た
た
か
く

出
迎
え
て

く
れ
る
こ

と
で
し
ょ

う
。

■平成20年度国民健康保険税（国保税）を確定しました
　6月に暫定1期分を課税された方については、今回確定した国保税額から暫定1期分を差し引いた税額を
7月から3月までの9期で納入することになります。

■国保税の税率等が変わります
　後期高齢者医療制度の創設に伴い、医療給付費分・介護納付金分に加えて、後期高齢者支援金分が賦課されま
す。これは、後期高齢者支援金等の納付に要する費用に充てるためのものです。
　新たな後期高齢者支援金等賦課に伴い、税率等は下記のとおり変わります。平成19年度と比較して、1人あた
り平均9,800円の負担増となりますが、財源不足を補うため、やむなく改定するものです。
　みなさまのご理解とご協力をお願いします。

■ 10月から国保税の特別徴収（年金から徴収）が始まります。対象の方は、納税通知書に
表示します。

　なお、口座振替で納付している方については、申し出により特別徴収しないこともできます。
問い合わせ先
保健福祉課　保険給付班　☎34−0501

阿
武
隈
川
も
花
い
っ
ぱ
い

地
域
住
民
が
環
境
美
化
に
取
り
組
む

上位入賞めざして

善意の気持ち伝わる

【医療給付費分】（国保に加入しているすべての方） 賦課限度額　47万円
区　分 平成20年度税率等 19年度税率等 増　減
所得割額 平成19年中の総所得金額の� 5.60％ 7.40％ △1.80％
資産割額 20年度の固定資産税額の� 19.10％ 19.10% 増減なし
均等割額 加入者1人につき� 23,000円 25,000円 △2,000円
平等割額 1世帯につき定額� 21,000円 27,000円 △6,000円

【後期高齢者支援金分】（国保に加入しているすべての方） 賦課限度額　12万円
区　分 平成20年度税率等

所得割額 平成19年中の総所得金額の� 2.00％
資産割額 20年度の固定資産税額の� 7.90％
均等割額 加入者1人につき� 8,300円
平等割額 1世帯につき定額� 7,200円

【介護納付金分】（40歳から64歳までの方） 賦課限度額　 9万円
区　分 平成20年度税率等 19年度税率等 増　減

所得割額 平成19年中の総所得金額の� 1.60％ 1.60％ 増減なし
資産割額 20年度の固定資産税額の� 4.90％ 4.90％ 増減なし
均等割額 加入者1人につき� 9,500円 9,500円 増減なし
平等割額 1世帯につき定額� 6,000円 6,000円 増減なし

お花畑を思い浮かべながら種をまく参加者

亘
理
中
学
校
の
生
徒
が
亘
理
駅
前
で
募
金
活

動
を
行
い
ま
し
た

き
び
き
び
と
し
た
態
度
で
練
習
に
励
む
逢
隈

分
団
の
団
員

後期高齢者支援金等は75歳以上の高齢
者の医療に要する費用の4割相当額を
各保険者において負担するものです。

平成20年度国民健康保険税
納税通知書は7月15日に
郵送します
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血
圧
の
は
な
し
③

「
血
圧
」と
「
病
気
」①

　

先
月
号
で
は
、
高
血
圧
は
心
疾

患
や
脳
血
管
疾
患
、
腎
臓
病
な
ど

の
血
管
の
病
気
を
起
こ
し
や
す
い

こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

血
圧
が
高
い
と
な
ぜ
病
気
を
起
こ

し
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

厚
生
労
働
省
が
提
唱
す
る
「
健

康
日
本
21
」で
は
、
国
民
の
平
均
血

圧
が
2
m
m
H
g
低
下
す
る
こ
と

で
、
脳
卒
中
死
亡
者
は
一
万
人
減

少
し
、
循
環
器
疾
患
全
体
で
二
万

人
の
死
亡
が
予
防
で
き
る
と
試
算

し
て
い
ま
す
。
血
圧
を
正
常
に
保

つ
こ
と
は
、
病
気
の
予
防
に
重
要

で
す
。

血
圧
と
動
脈
硬
化

　

高
血
圧
の
状
態
が
長
く
続
く
と

起
こ
る
問
題
に
「
動
脈
硬
化
」が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
呼
ん
で
字
の
ご

と
く
、
動
脈
が
硬
く
な
る
こ
と
で

す
。
医
学
的
に
は
動
脈
の
壁
に
起

こ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化（
病
変
）

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
に
な
る
と
血
液
の
通

り
道（
血
管
の
中
）が
狭
く
な
り
、

血
液
が
流
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
何
ら
か
の
原
因
で
血
管
が

詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
（
閉
塞
）が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
心
臓
の
血
管
が
狭

く
な
る
と
狭
心
症
、
心
臓
の
血
管

が
詰
ま
っ
た
状
態
で
は
心
筋
梗
塞

な
ど
の
病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

高
血
圧
は
、
血
管
を
傷
つ
け
、
動

脈
硬
化
を
進
め
る
代
表
的
な
も
の

で
す
が
、
動
脈
硬
化
が
進
む
と
、
血

液
が
流
れ
に
く
く
な
る
た
め
、
腎

臓
や
脳
な
ど
大
事
な
臓
器
に
血
液

を
送
る
た
め
に
、
血
圧
が
高
く
な

る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

病
気
の
原
因
と
結
果
が
互
い
に
入

れ
替
わ
る
と
い
う
こ
と
が
、
高
血

圧
と
動
脈
硬
化
の
関
係
に
は
あ
り

ま
す
。

自
分
の
血
管
の
状
態
を
知
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

　

健
康
診
断
な
ど
の
血
液
検
査
の

結
果
か
ら
、
血
管
が
傷
み
始
め
て

い
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

血
圧
以
外
に
も
、
肥
満
、
脂
質
異

常
症
、
血
糖
や
尿
酸
の
値
が
高
い

状
態
が
重
な
っ
た
場
合
、
動
脈
硬

化
が
進
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

血
管
が
傷
み
始
め
て
て
も
、
自
覚

症
状
が
な
い
た
め
、
血
液
検
査
で

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
号
の
テ
ー
マ
は
「
血
圧
と
病

気
②
」で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
推
進
班

☎
三
四
―
〇
五
〇
一

犯罪被害にあわないためのアドバイス
　宮城県警では、ひったくり、強制わいせつ、自転車・
オートバイ盗などの街頭犯罪や、空き巣、忍び込みな
どの侵入犯罪を減らすため、「街頭犯罪等抑止総合対
策」を推進しています。
　こうした「身近な犯罪」を防ぐためには、ちょっとし
た注意（気配り）をすることが大切です。
被害に遭わないための「普段の心構え」
　「自分は大丈夫」と油断していませんか。いつでも「も
しかしたら」という警戒心をもちましょう。
ひったくりに遭わないために
・バッグは車の通る反対側の手に持ちましょう。
・ バッグを自転車のかごに入れるときは、ひったくり

防止カバーやネットをつけましょう。
・ 被害に遭ったら大声で近くの人に知らせましょう。

防犯ブザーも鳴らしましょう。
痴漢に遭わないために
・ 暗がりの一人歩きを避けて、遠回りでも明るい道を

歩きましょう。

・ 帰宅が遅くなったときは、タクシーを利用したり家
族や友人に迎えに来てもらいましょう。

・ 深夜時間帯はメールしながらや、音楽を聞きながら
歩くのはやめましょう。

・万一に備えて、防犯ブザーを携帯しましよう。
自転車・オートバイ盗に遭わないために
・ 面倒くさがらず、必ず鍵をつけましょう。できれば

2ロック（鍵を2個）にしましょう。
・ 路上や公園に駐車（輪）せず、管理された駐車（輪）場

に駐車しましょう。
空き巣ねらいなど侵入犯罪にご注意
・ 「ワンドアツーロック」で我が家を守りましょう。垣

根等の刈り込みで建物の見通しをよくしましょう。
・ 掃き出し窓などは、防犯ガラスと交換し、補助錠を

取り付けましょう。
・ センサーライトを取り付けましょう。
・ 就寝前や出かけるときは必ず戸締りの確認をしま

しょう。
・出かけるときは、近所に一声かけましょう。

　

明
治
時
代
、
各
地
に
鉄
道
が
敷
か
れ
、

物
資
輸
送
の
主
役
は
船
を
使
っ
た
水
上

交
通
か
ら
陸
上
交
通
に
変
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
人
の
往
来
も
活
発
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
道
路
網
も
整
備
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
は
じ
め
、
亘
理
は
宮
城
県

に
編
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
地
域
と
の

交
流
、
物
流
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
た
の
が
阿
武
隈
川
の
存
在
で
し

た
。
亘
理

か
ら
他
地

域
へ
、
ま

た
、
亘
理

を
通
っ
て

東
京
方
面

に
向
か
う

に
も
、
阿

武
隈
川
を

渡
る
渡
し
舟
で
は
限
界
が
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
他

地
域
、
特
に
宮
城
県
の
中
心
都
市
で
あ

る
仙
台
と
行
き
来
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
か
ら

東
京
へ
向
か
う
に
も
阿
武
隈
川
を
避
け

た
ル
ー
ト
が
主
で
あ
っ
た
た
め
に
交
通

網
の
整
備
が
遅
れ
、
発
展
阻
害
の
要
因

と
も
受
け
取
ら
れ
、
亘
理
の
人
々
は
交

通
網
の
充
実
を
訴
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
人
の
努
力
に
よ
り
、

明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）に
阿
武
隈
川

に
鉄
橋
が
架
け
ら
れ
、
常
磐
線
が
開
通

し
ま
し
た
。
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）に

は
待
望
の
阿
武
隈
橋
が
架
け
ら
れ
、
人

と
物
の
移
動
は
活
発
に
な
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
後
、
経
済
活
動
の
発
展

と
と
も
に
、
交
通
網
の
整
備
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
し
た
。
亘
理
で
は
昭

和
五
六
年（
一
九
八
一
）に
亘
理
大
橋
、

新
阿
武
隈
橋
、
平
成
七
年（
一
九
九
五
）

に
槻
木
大
橋
が
架
け
ら
れ
、
さ
ら
に
平

成
一
三
年（
二
〇
〇
一
）に
は
仙
台
東
部

道
路
が
阿
武
隈
川
を
越
え
て
亘
理
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
延
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
阿
武
隈
川
を
跨
ぐ
交
通
網
の

充
実
に
よ
っ
て
、
亘
理
の
さ
ら
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先生

涯
学
習
課　

文
化
財
班

☎
三
四
―
八
七
〇
一

阿
武
隈
川
⑤

�

―
川
を
渡
る
―

謎の転倒犬　石狩くんと㈱魔泉洞

柴田よしき著／創元社

　深夜のアルバイトを終えた僕が偶
然出会った、厚化粧の女性。なんと
彼女は連日女の子が行列をなす、カ
リスマ占い師・摩耶優麗だった。時
を遡って僕の過去を見てきたとうそ
ぶく彼女の㈱魔泉洞に就職すること
になった。当代切っての人気占い師・
摩耶優麗の下で働くことになった石
狩くんの受難をユーモラスに描いた
本格ミステリ連作集。

RURIKO

林真理子著／角川書店

　昭和19年、満州の帝王・甘粕正彦
を四歳の少女が魅了した。のちに画
家・中原淳一に見いだされ、少女は

「浅丘ルリ子」としてデビューした。
時は昭和30年代、銀幕にひしめく石
原裕次郎、小林旭、美空ひばり、燦
めくようなスターたち。少女から女
性へ、めくるめく恋の日々が始まっ
た。自分を生きた女優の半生を描く。

今月のオススメ
切羽へ／井上荒野著・新潮社
当たるも八卦の墨色占い／佐藤雅美著・文藝春秋
恋人たち／野中柊著・講談社
斜陽に立つ／古川薫著・毎日新聞社
千両花嫁／山本兼一著・文藝春秋

～図書館からのお知らせ＆お願い～
★親子映画会　7月27日㈰午後2時～午後3時20分
　上映作品：「北極のナヌー」
◇マイバック持参にご協力ください。

問い合わせ先　町立図書館　☎34−8700

阿武隈橋の架橋作業（昭和5年ごろ）

康 づくりひとくちメモ
家 庭 で で き る 簡 単 健 康 づ く り

健

亘理警察署　☎34－2111
緊急の場合は　「110番」へ
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�

吉
田
俳
句
会

嬰や
や

の
子
の
ふ
は
ふ
は
髪
に
夏
来
る

武
田
ケ
サ
ノ

細
波
の
植
田
に
揺
れ
る
茜
雲

三
浦　

馨
子

幼
子
の
ま
ま
ご
と
遊
び
夏
帽
子

七
海　

洋
子

雨
あ
が
り
二
段
重
ね
の
虹
見
つ
け

齋
藤
木
予
子

雨
洗
ふ
青
葉
彩
濃
く
空
に
映
え

近
江　

て
る

老
た
れ
ば
着
た
り
脱
い
た
り
夏
隣

水
田
佐
智
子

編
集
後
記

　

6
月
14
日
、
岩
手
宮
城
内
陸
地
震

が
起
き
、
今
も
行
方
不
明
者
の
捜
索

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　最近、仙台市や県南部でクレジットの
「名義貸し」による被害相談が相次いで
います。
その勧誘手口とは…
・ 消費者金融のノルマ達成に協力してほ

しい。借り入れはしないので大丈夫。
・ カードを作れば高額なアルバイト料を

出す。
・ 他に協力してくれる人を紹介してくれ

たらさらに謝礼を出す。
などと持ちかけて複数の業者のカードを
作らせ、そのカードを使って借り入れを
し、融資金をだまし取るというものです。
　「名義貸し」とは契約者になるという
ことです。契約は名義を貸した人との間
に成立し、当然支払い義務を負うことに
なります。
　たとえ知人、友人から頼まれてもハッ
キリ断る勇気を持ちましょう。
　心当たりのある方は、すぐにご連絡、
ご相談ください。

○ 

記
事
ご
と
に
写
真
が
載
っ
て

い
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
し

た
。
学
校
の
記
事
が
多
い
と

嬉
し
い
で
す
。 

（
16
歳
・
高

校
生
）

広
今
月
は
た
く
さ
ん
写
真
を
入
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
も
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
撮
っ
た
写
真
を
ぜ
ひ

送
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

叙
勲
の
栄
誉

　

春
の
叙
勲
受
章
者
が
四
月
二
十
九
日
に

発
表
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
元
東
北
管
区
行

政
監
察
局
主
席
調
査
官
の
馬
場
晴
雄
氏

（
浜
吉
田
西
）が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

馬
場
氏
は
、
行
政
監
察
局（
現
在
の
総

務
省
行
政
評
価
局
）の
監
察
官
と
し
て
、

東
北
・
北
海
道
で
活
躍
さ
れ
、
行
政
相
談

や
行
政
監
察
に
加
え
、
地
方
部
局
を
も
た

な
い
環
境
庁（
当
時
）所
管
の
環
境
問
題

調
査
や
情
報
収
集
な
ど
の
業
務
に
も
当
た

り
ま
し
た
。
東
北
地
方
の
大
規
模
開
発
に

よ
る
生
態
系
へ
の
環
境
影
響
評
価
な
ど
、

多
種
多
様
な
環
境
調
査
や
情
報
収
集
に
携

わ
り
、
そ
の
成
果
は
現
在
の
環
境
保
全
と

生
活
の
安
全
に
結
び
付
く
な
ど
環
境
行
政

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
各
地
を
転
々
と
し
た
馬
場
さ
ん

は
、
退
職
を
機
に
亘
理
町
へ
転
入
さ
れ
、

現
在
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
仲

間
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

瑞宝双光章
馬場　晴雄　氏

海
岸
林
保
護
に
尽
力

県
林
業
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る

　

亘
理
地
区
海
岸
林
保
護
組
合
連
絡
協
議

会（
佐
々
木
長
三
郎
会
長
）は
、
宮
城
県
林

業
振
興
協
会
か
ら
治
山
事
業
功
労
者
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
大
畑
浜
か
ら
山
元
町
磯

浜
ま
で
の
八
組
合
で
組
織
す
る
も
の
で
、

海
岸
林
の
育
成
と
パ
ト
ロ
ー
ル
を
長
年
実

施
し
、
森
林
火
災
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、

さ
ら
に
は
松
の
盗
難
の
未
然
防
止
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
二
日
、
齋
藤
町
長
に
受
賞
の
報

告
に
訪
れ
た
佐
々
木
会
長
は
「
こ
れ
を
励

み
に
こ
れ
か
ら
も
海
岸
林
の
保
護
育
成
や

塩
害
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」と

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

情報は、企画財政課へ　〒989－2393（住所不要）　メール info@town.watari.miyagi.jp

岩手・宮城内陸地震
義援金の受付を開始しました

　日本赤十字社では、被災地へ送る義援金
を 7 月 18 日㈮まで受け付けています。亘理
町では役場本庁舎 1 階総合窓口と各支所窓
口に募金箱を設置しましたので、ご協力を
お願いします。
問い合わせ先
　日本赤十字社宮城県支部亘理分区
　（保健福祉課内）　☎ 34− 1114

くら し の メ モ

“カード名義貸し”被害続発！

ひとりで悩まず
ご相談ください

町民生活課　生活班
☎34−1113

ご存じですか？
情報公開・個人情報保護

みんなの
ページ

お
め
で
と
う

情報公開制度
　情報公開制度は、町民のみなさんの知る権利を
保障するため、町が持っている行政文書を請求に
よって公開するものです。
　なお、行政資料・刊行物等で対応できるものな
どは、情報提供の形で速やかに対応しております。
○�平成 19 年度の情報公開制度の利用はありませ
んでした。

個人情報保護制度
　個人情報保護制度は、町が持っている個人情報
の適正な取り扱いを実施するとともに、自己情報
の公開および訂正の求めに応じる制度です。
○�平成 19 年度の個人情報保護制度の利用はあり
ませんでした。

問い合わせ先
総務課　総務班　☎ 34− 1111（内線 221）

大
会
の
結
果︵
敬
称
略
︶

　

第
二
十
四
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

会
宮
城
県
予
選
会
岩
沼
市
・
亘
理
郡
小
学
生

陸
上
競
技
大
会（
五
月
三
十
一
日
・
岩
沼
市
）

○
百
㍍

　

 

六
年
男
子　

①
日
下
聖
規（
亘
理
）②

武
田
尚
人（
荒
浜
）③
南
條
純（
高
屋
）

　

 

六
年
女
子　

①
古
澤
園
歌（
吉
田
）②

林
崎
光（
亘
理
）

　

五
年
男
子　

②
岩
泉
雄
太（
亘
理
）

　

五
年
女
子　

①
中
澤
萌
衣（
亘
理
）

○
八
十
㍍
ハ
ー
ド
ル

　

男
子　

③
庄
司
直
紘（
亘
理
）

　

 

女
子　

②
菊
地
風（
荒
浜
）③
佐
々
木

理
乃（
亘
理
）

○
四
×
百
Ｍ
リ
レ
ー

　

女
子　

①
荒
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③
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部
文
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）②
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女
子　

①
針
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奈（
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）

7月1日～ 31日
第58回社会を明るくする運動
社会を明るくする運動亘理町実施委員会（保健福祉課内）

大
丈
夫
、絶
対
に

迷
惑
か
け
な
い
か
ら

名
前
を

貸
す
だ
け
で
す
よ
ね

走り幅跳び

齋藤町長に受賞の報告に訪れた佐々木会長
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（写真：小学生陸上競技交流会　結果は18ページに掲載）

亘理町・亘理町自衛隊協力会・父兄会亘理支部・隊友会亘理支部

応募の相談は

自衛隊宮城地方協力本部　大河原地域事務所
☎0224−53−2185
防衛省ホームページ　http://www.mod.go.jp
宮城県ホームページ　http://www.pref.miyagi.jp/

自 衛 官 募 集自 衛 官 募 集
平和を、仕事にする。

募集種目 受付期間 試験期日

2等陸・海・空士
年間を通じて行っています 受付時にお知らせします

3・4月採用 8月1日～ 9月10日 9月28日・29日

一般曹候補生 8月1日～ 9月10日
1次　9月20日
2次　10月9日～ 16日

航空学生 8月1日～ 9月10日
1次　9月23日
2次　10月18日～ 23日
3次　11月15日～ 12月12日

看護学生 9月8日～ 30日
1次　10月25日
2次　11月22日・23日

防衛医科大学 9月8日～ 30日
1次　11月1日・2日
2次　12月3日～ 5日

防衛大学（推薦） 9月5日～ 9日 9月27日・28日

防衛大学（一般） 9月8日～ 30日
1次　11月15日・16日
2次　12月16日～ 20日

陸上自衛隊生徒 11月1日～ 1月8日
1次　1月12日
2次　1月25日

平 成 20 年 度 自 衛 官 募 集 案 内

未来のアスリートⅠ
亘理郡中学校総合体育大会
トピックス

環境基本条例を制定
観光写真コンクール

特選に「華火一期一会」
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